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Divyavadana 第1章 の文献学的問題点
―根本説一切有部毘奈耶 との比較―

平 岡 聡

1988年,カ ウエルとネイルが複数のネパール写 本に 基 づ き,Divy言vad⑳a

(Divy)の 校訂本を出版した後,新 たにDivy.の 名を冠する写本の存在が幾つか

確認されている。従って文献学的には,現 存する写本を総て校合し,そ の異読を

確認する作業が必要であることは言 うまでもない。しかしそれにも増して必要不

可欠なのは,彼 らがDivy.を 校訂 した当時,そ の梵本の存在が知られていなか

った根本説一切有部毘奈耶(MSV)と の比較 であ る。何故ならMSV.はDivy

に見られる多 くの説話の源泉と考えられるからである。 このMSV.の 写本 と,

またその蔵訳や漢訳 との比較により,従 来,文 献学的に問題があるとされてきた

箇所の読みが可能になる。そ こで本稿ではDivy.第1章Kotikar項vadanaを,

この説話の源泉 と考えられるMSV.の 皮革事の説話と比較し,そ の問題点を指

摘してみたい。基本資料 として次のものを用いる。

• Divy : edited by E. B. Cowell & R. A. Neil, Amsterdam, 1970, pp. 1-24. 

• MSV : Gilgit Buddhist Manuscripts (Facsimile Edition), Satapitaka Series, 

 Vol. 10(6), reproduced by R. Vira & L. Chandra, New Delhi, 1974,

folio 180b6-188a3. 〔ダット本は校訂が悪いので,こ こでは用いない〕

Tib. 1030 Khe 237a4-251b5 (Peking) [sDe-dGe 1 ka 251b4-268a51

Chi.『 根 本説一切有部毘奈耶皮革事』(大23,PP.1048c-1053c)

【1】 先ず最初に問題になるのが,こ の話の舞台となる場所である。Divy.に は

asmat parantake (1. 5), asmat parantakesu (19.16-17) [asmaparantakesu 

AB; asyaparantakesu CD], asmakam aparantakesu (19. 19), asmat par-

antakesu (19.23) [asmaparantakesu ABCD] とあ り,Divy.の 校 訂 者 は これ

を固有名詞と解釈せずに 「ここから西の外れに」とす るが,MSV.は 一貫して

asmaparantakesu (186b2 X 2, 186b3) 「アシ ュマ 〔国〕 の外れに」 とする。 蔵訳

は rdo can zhes bya ba' i yul gyi mtha' na (237a4; 248b3,,4, 5) 「アシュマ国

の外れに」とし,MSV.の 読みに一致する。漢訳には 「阿灘婆蘭徳伽國」(1052c
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8)と あ り,「 アシ ュマパ ラーンタカとい う国」 とす る。 さて,こ のシ ュローナの

話 は他 の漢訳諸律 に も見 られ,そ こ で は,『 四分律』 「阿漁婆阿葉堤國」(大22,

P.845b24),『 五分律』「阿灘波阿雲 頭國」(大22,P.144a13-14),『 十 諦律』「阿灘摩伽

阿葉堤 國」(大23,P.178a18)と し,い ずれ も 「アシ ュマ ・ア ヴァンテ ィー国」と解

釈す る。従 って,こ の語は固有名詞 として理解すべ きであ り,こ れは パー リ名 で

は、「ア ッサ カー(assaka)と し て知られ る,当 時の十六大国の一つ と考え られる。

よってasmatparantakaをasmaparantakaと 改 める。

【2】 主人公 のシ ュローナ とな るべ き有情が母 の胎 内に入る前 に,Divy.に は 次

の よ うな文章 が見られ る。

anyatamas ca sattvas caramabhavikas ca hitaisi * grhitamok samargantonmukho 

[-margdnte sukho A; -margante mukho D] * na nirvane bahirmukhah * samsarad 

anarthikah * sarvabhavagativyupapattiparanmukho * ' ntimadehadhari [-vyupa-

patte' ntimadehe A; -vyupapattye 'ntimadehadhari D]...kuksim avakrantah (1. 19-

2.3)

さてある最後生の有情が 〔有情の〕利益を望み,一 度決めた解脱道の究極に向かい,浬

繋から顔を背けず,輪 廻は望まず,〔 三〕有 〔五〕趣のいずれに再生す ることからも顔を

背け,最 後の身体を持 して母胎に入った。

またこれに対応するMSV.の 箇所には, anyatamas ca satvas caramabhavikas

caritaisi*grhitamoksagarbho*ntarmukhonirvnpe*bahirmukhah

samsarad * anarthikah sarvabhavagaticyutyupapattisu (181a 1-2) 「さてあ

る最:後生 の有情 が行 に専 念 し,解 脱の核心を掴み,浬 葉に顔を 向け,輪 廻か らは

顔 を背 け,〔 三〕有 〔五〕趣 のいずれ に も落ちて再 生す ることを望 まず」 とあ る。

下 線部は,Divy.のcahitaisiが,MSV.でcaritaisiと な っている。Divy.の

読 みでは,こ こにcaが あ るのは不 自然 であ り,ま た蔵訳はspyodpatshalba

「行 を求め」 とあ るので,MSV.の 如 くcaritaisiと 読 む。 またDivy.で は この

後,各 写本間 に混乱が 見られ,そ の内容が把 握 し難い。 これを各成分毎に纏め る

と上の如 く*印 の箇所 で切れ,落 ち着 きが悪 くな る。ところがMSV.も 同 じ く各

成分毎に纏め ると,上 の如 く*印 の箇所 で切れ,特 にantarmukhonirvaneと

bahirrnukhahsamsaradの 部 分 が対 句になるので,こ の方が構 文的に 自然であ

る。漢訳はこの部分を欠 くが,蔵 訳は srid pa tham pa' i sems can spyod pa

tshol ba/ thar pa'i snying bo bzung ba/ mya ngan las 'das pa la mngon du 

phyogs pa/ 'hor ba las phyir phyogs pa/ srid pa tham ba'i [D. srid pa

946



(138) Divyavadana第1章 の文献学的問題点(平 岡)

pa' i] ' gro ba thams cad du 'chi ' pho dang skye ba don du mi gnyer

ba/(237b5-6) 「最後生の有情が行を求め,解 脱の核心を掴み,浬 繋に向かい,輪

廻には背を向け,あ らゆる生存の趣に死に移って再生することを望まず」とし,

MSV.に 一致するので,次 のようにDivy.の 読みを改める。

ca hitaisi (--+caritaisi) grhitamoksamargantonmukho (----marganta unmu-

kho, or -margo ' ntarmukho) na (--nom.) nirvane bahrmukhah samsarad 

anarthikhah sarvabhavagativyupapattiparanmukho (--vyupapattisu).

【3】 シ ュローナとなるべき有情を身籠 もった長者の妻は出産するまで大切に養

われるが,そ の中に次のような一節が見られる。

apsarasam iva nandanavicarinim mancan mancam pithat pitham avatarantim 

uparimdm bhumim/ (2.22-23)

〔彼女〕にナンダナ園を浮遊する天女の如く,床 から床へ,台 座から台座へと,上 の大

地に降りてきた」

これは金持ちの妻が妊娠した時の定型句であ るが,「 床から床へ,台 座か ら台座

へ」とい う文脈からして,下 線部分が不自然である。Divy.に はこの他にも同じ

定型句が3例 存在するが,そ こでは avatarantim adharimam bhumim(99. 15),

avataranti [anavataranti BC] adharimam bhumim (167.13-14 , avatarant-

im adharimam bhumim (441.5) とあ り,統 一が取れ ていない。 ところがMSV.

には anavataranti adharimam bhumim (181a7) とあ り,「下の大地に降 りる

こ と は な か っ た 」 と し て い る 。 蔵 訳 はshodkyisabzhir[D.gzhir]mi'bab

ste(238a6)「 下 の 地 面 に 降 り る こ と は な く」,ま た 漢 訳 も 「足 不 履 地 」(1049a10)

「足 は 地 を 踏 む こ と は な か っ た 」 と し,MSV.の 読 み に 一 致 す る 。 ま た 同 じ ア ヴ

ァ ダ ー ナ 文 献 のAvadanasataka(ed.bySpeyer)に もanavatarantimadharim-

am[oradharam]bhumim(1,15.6;197.7-8;π,74.1-2;181.3)と あ る の で,

Divy.の 読 み も これ に一致 させ て avatarantim uparimam bhumim をanav一

atarantim adharimam bhumim と改め る。

【4】 成長したシュローナは様 々な勉強をし,八 つの鑑定術に精通したとある。

vastupariksayam ratnapariksayam so 'stasu pariksasudghatako (3. 19-20)

彼は,物 品の鑑定,宝 の鑑定,と い う八つの鑑定術に通達した。

しか し ここに列挙され ているのは 「物品 と宝」の二つだけ であ り,他 の6項 目を

補 う必 要があ る。 これ も定型句 であ り,Divy.に も他に4例(26.12-14,58.17-

19,100.2-4,441.28-442.1)が 見 られ るが,い ずれ の定型句 も統一を欠 く。 しか
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しMSV.に は vastupariksayam vastrapariksayam ratnapariksa[yam ha-

stipa]riksayarn asvapariksayam stripariksayam purusapariksayam darup-

ariksayam (181b2-3) 「物品の鑑定,衣 の鑑定,宝 石の鑑定,象 の鑑定,馬 の鑑:

定,女 の鑑定,男 の鑑定,木 材の鑑定に」とあ り,ま た蔵訳にも bzhi [D. gzhi]

brtag pa dang/ ras brtag pa dang/ rin po the brtag pa dang/ glang po the 

brtag pa dang/ rta brtag pa dang/ bud med brtag pa dang/ skyes pa brtag

pa dang/ shing brtag pa la (238b6-7) 「物品の鑑定,衣 の鑑定,宝 石の鑑定,

象の鑑 定,馬 の鑑定,女 の鑑定,男 の鑑定,木 材 の鑑定 に」 とあ る の で,Divy.

のvastu:。ratna。 をvastu。vastra。ratna。hasti。asva。stri。purusa。daru。

と改め る。漢訳は 「馬 の鑑:別」 を欠 ぐ(1049a25-26)。

【5】 成人 し た シ ュローナは隊商主 と し て航海 に出る決 意をす るが,父 は彼 に

「お前 は隊 商の前や後ではな ぐ,中 央を行 け」 と助 言した後,次 の ように言 う。

na ca to sarthavahe hatah sartho vaktavyah (4.22)

後半部分は問題ないが,前 半の下線部が理解し難い。そこでMSV.を 見ると,

hate sarthavahe hatah sartho vaktavyah (181b9) 「隊商主が殺されれば,隊

商 〔も〕殺されたと言わねばならない」とあ り,ま た蔵訳は, ded dpon bcom

pas ni tshong pa rnams bcom zhes bya'o// (239b4) 「隊商主が殺されれば,

商人達 〔も〕殺されたと言わねばな らな い」,漢 訳も 「若商主被損。商衆総損」

(1049b19)「若し隊商主が損なわれれば,商 人達総てが損なわれることになる」と

あるので, na ca to sarthavahe hate ca sarthavahe と改め る。

【6】 シュローナは航海から帰った後,餓 鬼の城に迷い込む。そ こで様 々な餓鬼

に遭遇し,い かなる悪業のために餓鬼の世界に生まれたのかと尋ねると,餓 鬼達

は偶文を以て次のように答える。

arogyamadenamattakayedhanabhogamadenamattakah/

danamcanadattamanvapiyenavayampitrlokamagatah//(g.3-4)

健康の驕 りに酔い,富 や財の驕りに酔いしれた我々は,

僅かの布施もしなかったために,餓 鬼の世 〔界〕にやって来たのだ。

この詩形はmatracchandasのvaitaliyaで あ る が,下 線 の部分 にDivy・ と

MSV.と で異 同が見 られ る。即 ちDivy.のyedhana。 はMSV.で はyauvana。

(183a2)と な ってい る。 いずれ にして もmatraの 量 に変化は な い が,Divy・ の

読みだ と,yeと い う関係詞をd-padaのvayamに 掛 け,上 に挙げた よ うな訳

がつ ぐが,こ の場合c-padaのcaが 生 きて こない。一方MSV・ の読 みを取 る
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と・a・b;padaとC・d-padaと に 分けて解釈で きるか ら,caと い う接続詞 も生 き

て ぐる。 またarogya,yauvana,jiVitaは パ ー・リ経:典等 で三つ の驕 り(mada)と

して よ く列挙 され るの で,yedhana。 をyauvana。 に 改める
。蔵 訳 もlangtsho

longsspyoddregsmyos te/(242a1)「 若 さの享 受 とい う驕 りに酔 って」 とし
,

MSV.に 一 致す る。 漢訳 の対応 箇所 はない。

【7】 またシ ュローナは別 の餓 鬼の城 で別の餓 鬼に遇い,そ の餓鬼が四匹 の犬に

食べ られ てい るのを 目撃す るが,こ こで次の よ うな一節が見 られ る。

prsthavam'san utpatyotpatya bhaksito (9.25)

〔四匹の犬達は,そ の男の〕背骨を粉々に砕いて食べた。

ところがMSV.の 対 応 箇所 では,下 線部がprsthavarrany(183a7)と しか読め

ず,意 味不明 であ る。一aniと い う語尾 変化を取 ってい る の で,こ の語は中性名

詞 と考え られ るが,prstavamsaで あれ ば,こ れは男性名詞であ るか ら性が合わ

ない。そ こで蔵訳 と漢訳 とを見 る と,shaspags[D.lpags](242b1)「 背 中の肉」,

「背 肉」(1050b11)と あ る の で,prsthamamsaと い う中性名詞のSkt・ が 予想

され る。 またMahavastu(eb.bySenart)に はprsthamansamutpatetha(1,

18.3一4)「背 の肉を 引き裂 いた」 と,同 類の表現が見 られ るので,Divy.のprsth一

avamsanはprsthamamsaniに 改 め た方が よいだ ろ う。

【8】 シ ュローナの 過 去物語。 クリキン王が 入滅 し た カーシャパ仏 の塔 を建立

し,そ の塔 のために税金 を徴収 していたが,彼 の死後,息 子 のスジ ャータが王位

に就 ぐと,大 臣達 はその税金 の制度を廃止 したい とスジ ャー タに申し出る。 そ こ

で彼 は次の ような一節 を以て大臣達を諌め るのであ る。

yan mama pitra krtam devakrtam na to brahmakrtam tat (22.20-21)

私の父によってなされたことは神によってなされたことであり,梵 天によってなされた

ことではない。

しか し これ では意味を なさない。 そ こでMSV.を 見 てみる と,yanmamapitra

krtamtadevakrtambrahmakrtam(187b3)「 私 の父 によってなされ たこ とは

な され た ことであ り,実 に梵 天に よってな された ことであ る」 とあ る。 これ も下

線部 のkrtamが 余 分 なよ うに思われ るが,こ の読 みの方が遥かに 自然 であ る。

蔵訳では nga' i yab kyis gang mdzad pa de ni tshangs pas byas pa' o / / de

ni brgya byin gyis byas pa' o/ / (250b7) 「我が父によってなされたことは,そ

のまま梵天によってなされたことである。それは,そ のまま帝釈天によってなさ

れたことで 〔も〕あるのだ」とあ り,漢 訳でも 「我父先王所作之事。如繹梵天王」
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(1053b9-10)「 我 が 父の先王が なした ことは帝釈天や梵天 〔のなした こと〕 と同 じ

であ る」 とし,い ずれ も梵天だけ でな ぐ帝釈天 に も言及レていて,・若干の異同は

あ るが,い ずれ も 「だか ら父 の決め た ことを勝手 で変えてはな らない」 ことを示

唆す る内容に な り,文 脈 によ ぐ合 う。 よってDivy.のdevakrtamnatubra・

hmakrtamtatをtadevabrahrnakrtarnに 改 め る。

【9】 連結 の部分 では業 とそ の異熟 に関す る定 型句が見 られ る。

ekantasuklanam dharmanam ekantasuklo vipakah (23.28-29)

完全に白い法には完全に白い異熟がある。

MSV.で はekanta§uklanamekantasuklo(188a2)と あ り,問 題の語は省略 さ

れて いる。蔵訳 もgcigtudkarbarnamskyinirnamparsminbanidkar

bayinno(251b3)「 完全 に白い方の異熟は白いの であ る」 とす るが,漢 訳 では

「若 作白業。 得 白果報」(1053c2)「 若 し白い業 を な せ ば,白 い果報 を得る」 とす

る。Divy.の 他 の箇所 で もekantasuklanamkarmanamekantasuklovipako

(55.10),ekantasuklanamkarmanamekanta§uklo(135.22)と な ってい るの

で,Divy.のdharmanamはkarmanamで な けれ ばな らない。

本稿 ではDivy.をMSV.や そ の蔵訳 ・漢訳 と比較す ることによってのみ,Divy.

が 孕 ん でいる,文 献上 の問題 を指摘 し,そ の読 みが不明確な部分の解読 を試み る

に留 まった。従 って,Divy.の 校 訂者が用 いなか っ たDivy.の 写 本を総て参照

し,そ の異読 や文献上 の問題点を確認す る作業は今後の課題 としたい。

※ 写本の読みに関しては仏教大学 ・山極伸之先生に御協力を,ま た発表に際しては神

戸女子大学 ・岡田真美子先生に有益な御指摘を賜った。謝意を表する。

〈キ ー ワー ド〉 Divyavadana, Mulasarvastivadavinaya, avadana

(仏教大学講師)
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